
令和３年度策定　泉ヶ丘校区社協行動計画書 泉ヶ丘校区社会福祉協議会

基本理念 基本目標 分野 福祉課題 福祉課題の実情 具体的な取り組み（条件づくり） 校区社協としての取組

高齢者の孤立防止と社会参加

・人との接触を好まない高齢者への声掛け
・世話人の減少
・多世代交流
・実態把握
・横の連携を図る
・手続きの支援
・移動手段の確保（バス時刻表分かりづらい）

・日頃から見守り、声掛けを行う
・ふれあいサロンや校区行事の周知、参加促進を図る
・ボランティア養成への取組を行う（研修会の実施と活用）
・子ども会活動との連動を図る
・校区社協や民生委員、自治会、関係機関間での連携の強化を図る
・高齢者の移動手段の確保を図る

高齢者の体力維持と健康問題
・集う機会、場所の増設と周知
・公的機関のリーダーシップ

・住民主体の運動、交流の場の周知、参加促進を図る
・公園での体操やグランドゴルフで健康維持を図る
・サロンの充実を図る

認知症高齢者に対する理解、支援
・関係機関の周知
・近所の人の協力、理解
・実態把握

・日頃からの声掛け、見守りを行う
・近所の人の協力や理解を促す
・地域で支え合う体制の構築
・家族が相談しやすい窓口の整備

障がい児・者の孤立防止と社会参加

・相談先、関係機関の周知
・地域との繋がり（挨拶、声掛け）
・交流の機会
・関係機関との連携
・障がい者の高齢化

・日頃からの声掛け、見守りを行う
・校区相談体制の構築
・障がい者家族との交流を図る

障がい児・者に対する理解
・実態把握
・特性に応じた対応方法
・ノーマライゼーションの推進

・要援護者の情報共有と支援を行う
・障がい児、者への理解を深める活動を進める

子ども、子育て家庭の見守り

・遊び場の確保、整備
・子育て家庭同士の集まりの機会
・学校、家庭、地域の連携
・関わり方、声のかけ方の周知

・既存の集いの場の周知を行う
・広報の工夫を行う
・遊び場の確保

子育て家庭の孤立と貧困問題
・行事やイベントへの周知（全員に情報が行き届くように）
・イベント、行事内容の工夫
・学校、行政、警察等が情報共有出来る仕組みづくり

・行事への参加呼びかけを行う
・各世帯の多様化に合わせたイベント活動への参加について世帯の変化に
対応したマネジメントの実施
・NPO法人等との連携による交流事業の実施

避難支援体制の構築

・安否の確認方法
・LINEやGPSを使った避難の検討
・避難訓練、防災訓練の周知
・要配慮者の情報把握
・反射ベスト、車椅子、照明器具等避難支援する際の装備の
確保

・支援者の役割の確認を行う
・校区の災害対応方針の周知
・要配慮者の実態把握
・避難装備の充実を図る
・避難所運営マニュアルの周知
・避難訓練の実施

災害時における避難

・コロナ禍における避難
・在宅避難者への配給
・情報収集の場、方法の周知
・ペットがいる場合の避難
・障がいがある人の避難場所

・要配慮者の避難と避難場所の再検討

地域役員の担い手不足
・各団体の活動内容周知、PR
・役員の担い手がいない

・日頃から声掛けを行い、コミュニケーションをとる
・地域人材の確保育成
・マニュアルの作成を行う

環境や治安

・動物へのエサやり、糞害
・街灯の整備
・歩道、車道の整備
・街路樹の害虫、枯葉木の管理
・資源ごみの持ち去り
・空き家、空き地の雑草等の管理

・情報の広報を行う
・地域住民への美化、防犯、防災意識の啓発と高揚を図る
・各関係機関に繋ぐ
・ゴミステーションの清掃、管理
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・ふれあい、いきいきサロンの拡充を
図る

・ボランティア研修会開催の企画
例：ふれあいランチの際に来られてい
るボランティアの方に向けての研修会
を開催等

・ふれあいランチの継続と拡充

・地域支え合い型サービスについての
勉強会の実施

・公園等での朝のラジオ体操、百歳体
操、よかよか体操の実施への協力

・校区独自のヘルプカードの作成検討

・認知症高齢者への見守り活動の継続

・障がい児、者についての研修会を行
う

・自治会、民児協と共に活動の一環と
して、障がい児・者家族との交流会の
計画

・孤立と孤独を防ぐ為の活動を自治
会、民児協と協力し行う
　命のバトン継続、更新
　民児協による「命の見守り活動」

・子育てサークルへの参加促進を図る

・校区内の子育て支援機関との連携強
化を図る

・ひとり親家庭の貧困について民児協
と連携し、調査

・東区保健子ども課及び関係機関への
協力依頼

・各種団体、関係機関と連携し、役割
分担を行う（課題の絞り込みを行う）

・要援護者の避難方法検討

・ハザードマップや避難マップの周知
を図る

・行政、自治会、民児協との連携を図
り、要配慮者の実態把握を行う

・泉ヶ丘校区社協としての基本理念
『「ありがとう」でつながる共生社会
笑顔いっぱい　未来の町　泉ヶ丘』を
住民と一緒に共有し、取り組みの周知
を図りながら、一緒に基本理念の「共
生社会」の実現に向かって歩いて行く
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